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何
が
史
実
で
、何
が
伝
承
な
の
か
？
　
人
々
は

親
鸞
の
ど
の
よ
う
な
姿
を
後
世
に
伝
え
よ
う

と
し
た
の
か
。親
鸞
の
史
実
と
伝
承
を
め
ぐ
る

問
題
に
つ
い
て
、伝
承
を
史
実
に
照
ら
し
合
わ

せ
る
こ
と
を
通
し
て
、現
代
に
残
る
さ
ま
ざ
ま

な
親
鸞
伝
の
諸
相
を
明
ら
か
に
す
る
。
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草
野
顕
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（
く
さ
の 

け
ん
し
）

一
九
五
二
年
福
岡
県
に
生
ま
れ
る
。

一
九
七
六
年
大
谷
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
業
。一
九
八
一
年
大

谷
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
満
期
退
学
。一
九

八
五
年
大
谷
大
学
文
学
部
専
任
講
師
。大
谷
大
学
助
教
授
を
経

て
二
〇
〇
〇
年
大
谷
大
学
教
授
。二
〇
〇
三
年
「
戦
国
期
本
願
寺

教
団
史
の
研
究
」で
大
谷
大
学
博
士（
文
学
）。二
〇
一
〇
年
〜
二

〇
一
六
年
大
谷
大
学
学
長
。現
在
、
大
谷
大
学
名
誉
教
授
。真
宗

大
谷
派
嗣
講
。

著
書
に『
戦
国
期
本
願
寺
教
団
史
の
研
究
』（
法
藏
館
、
二
〇
〇
四

年
）、『
親
鸞
の
伝
記―

『
御
伝
鈔
』の
世
界
』（
筑
摩
書
房
、二
〇

一
〇
年
）、『
本
願
寺
の
軌
跡―

創
建
か
ら
東
西
分
派
、そ
し
て

現
在
へ
』（
東
本
願
寺
出
版
、二
〇
二
一
年
）な
ど
多
数
。
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